
知立市 2018.10.16

新編 知立市史だより
第９号

江戸時代の知立は東海道の宿場町として栄え、多くの人々が往来していました。その
池鯉鮒宿に関する新出史料が、２点明らかになりました。１点は、「東海道池鯉鮒宿
宿
しゅくなみず

並図」（上写真）です。本図はこれまで存在が知られていた国立歴史民俗博物館所
蔵のものと、ほぼ同じ内容を描いた絵図です。もう１点は、池鯉鮒宿の本陣（永田清
兵衛家）の利用記録である「池鯉鮒宿本陣御

おんやどちょう

宿帳」で、知立市歴史民俗資料館所蔵の
８冊とは異なる１冊が見つかりました（４～５ページ参照）。
これらの史料から、池鯉鮒宿の新たなことがわかってきます。

 東海道池鯉鮒宿宿並図〔部分〕（知立市歴史民俗資料館所蔵）
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『
新
編
知
立
市
史
4　

資
料
編　

近
世
』

　

資
料
編
「
近
世
」
は
、
江
戸
時
代
の
知
立
市

域
の
様
子
に
つ
い
て
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
集
で

す
。
付
録
の
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
は
、
池
鯉
鮒
宿
や

村
な
ど
の
景
観
を
描
い
た
絵
図
史
料
の
画
像
デ
ー

タ
を
一
五
点
収
録
し
て
い
ま
す
。
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『
新
編
知
立
市
史
８　

資
料
編　

自
然
』

　

資
料
編
「
自
然
」
は
、
本
市
初
の
本
格
的
な
自
然
分
野
に
関
す
る
刊
行
物

で
あ
り
、
写
真
や
図
を
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
本
編
の
ほ
か
に
、

市
内
で
確
認
さ
れ
た
植
物
・
動
物
の
詳
細
な
情
報
を
記
載
し
た
『
植
物
・
動
物

目
録
』
を
付
録
と
し
ま
し
た
。

【
目
次
】

第
Ⅰ
章

：
地
形
と
地
質	

第
Ⅱ
章

：

気
候

第
Ⅲ
章

：
植
物	

第
Ⅳ
章

：

動
物

付　

録
：『

植
物
・
動
物
目
録
』

　

新
編
知
立
市
史
第
五
回
配
本
と
な
る
資
料
編
「
近
世
」「
自
然
」
の
刊
行

を
記
念
し
て
、
七
月
二
十
一
日
に
知
立
市
文
化
会
館
（
パ
テ
ィ
オ
池
鯉
鮒
）
に

お
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
近
世
部
会
長
の
池
内
敏
先
生
と
自
然
部
会
長
の
大
和
田
道
雄
先

生
で
す
。
先
生
方
は
そ
れ
ぞ
れ
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
、
わ
か
り
や
す
い
講

演
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

■
講
師

　

・
池
内　

敏　

氏
（
近
世
部
会
長　

名
古
屋
大
学
教
授
）

　
　
　
「
知
立
市
域
の
江
戸
時
代
」

　

・
大
和
田
道
雄
氏
（
自
然
部
会
長　

愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
「
身
近
な
地
域
の
気
候
を
知
ろ
う
―
知
立
市
の
気
候
環
境
―
」

　

ま
た
、
刊
行
記
念
講
演
会
と
同
時
開
催
で
、
昆
虫
標
本
の
ミ
ニ
展
示
を
行
い

ま
し
た
。
世
界
の
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
、
美
し
い
チ
ョ
ウ
、
知
立
市
で
採
集
し

た
昆
虫
な
ど
の
標
本
を
展
示
し
、
見
に
来
て
く
れ
た

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
大
人
の
方
々
に
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
解
説
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
自
然
部
会

の
山
崎
隆
弘
先
生
に
質
問
を
す
る
方
も
多
く
、
皆
さ

ん
熱
心
に
山
崎
先
生
の
お
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ち

り
ゅっ
ぴ
も
遊
び
に
来
ま
し
た
。

■
標
本
提
供
及
び
解
説

　

・
山
崎
隆
弘
氏
（
三
河
昆
虫
研
究
会
副
会
長
）

資
料
編
「
近
世
」「
自
然
」、
刊
行
!!

刊
行
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

トピックス
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■
「
身
近
な
地
域
の
気
候
を
知
ろ
う
―
知
立
市
の
気
候
環
境
―
」

	

大
和
田
道
雄

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
熱
帯
海
域

の
海
面
温
度
上
昇
に
よ
っ
て
亜
熱
帯
（
中

緯
度
）
高
圧
帯
の
勢
力
が
増
し
て
き
た

か
ら
で
す
。
こ
の
た
め
、
温
帯
地
域
の

わ
が
国
で
は
亜
熱
帯
化
し
て
猛
暑
や
集

中
豪
雨
、
竜
巻
な
ど
も
発
生
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
南
高
北
低
の
夏
型
気
圧
配
置
の
出
現
頻
度
が
増
し
、
東

海
地
方
は
高
気
圧
の
縁
に
沿
う
南
西
風
が
伊い

ぶ
き吹
山
地
や
鈴
鹿
山
脈
を
越
え
て

フ
ェ
ー
ン
現
象
と
な
り
、
わ
が
国
で
も
有
数
な
猛
暑
地
域
に
な
り
ま
し
た
。
知

立
市
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夏
季
の
最
高
気
温
出
現
時
に
は
三
七

度
を
上
回
る
暑
さ
と
な
り
、
夜
間
で
も
二
九
度
の
熱
帯
夜
に
な
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
伊
勢
湾
と
三
河
湾
か
ら
の
風
が
収
束
す
る
境
川

不
連
続
線
で
は
集
中
豪
雨
が
発
生
し
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
東
西
わ
ず

か
四
㎞
の
知
立
市
で
す
が
、
猛
暑
時
の
不
快
指
数
は
知
立
南
と
知
立
東
小
学

校
区
で
蒸
し
暑
く
、
知
立
西
と
猿
渡
小
学
校
区
で
は
夜
間
の
熱
中
症
に
対
す

る
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
冬
季
に
は
北
西
の
「
伊
吹
お
ろ
し
」
の
風
道

に
あ
た
り
、
身
体
で
感
じ
る
寒
さ
（
酷こ

っ
か
ん寒
指
数
）
で
比
較
す
る
と
、
知
立
西
、

知
立
東
、
知
立
南
小
学
校
区
で
は
北
海
道
の
網あ

ば
し
り走
に
匹
敵
す
る
寒
さ
を
体

感
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
体
感
指
数
の
平
均
で
は
、
知
立
西
、

知
立
、
知
立
南
小
学
校
区
に
比
較
し
て
来
迎
寺
、
お
よ
び
八
ツ
田
小
学
校
区

が
相
対
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

■
「
知
立
市
域
の
江
戸
時
代
」　

	

池
内　

敏

　

近
世
資
料
編
と
し
て
は
先
に
「
池
鯉
鮒
宿
本
陣
御お

ん
や
ど
ち
ょ
う

宿
帳
」
を
刊
行
し
、

今
回
の
資
料
編
「
近
世
」
で
も
未
知
の
発
見
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
賜
っ
た
市
民
の
皆
様
に
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　

今
に
伝
わ
る
知
立
神
社
祭
礼
が
江
戸
時
代
の
陽
祭
・
陰
祭
の
隔
年
交
替
な

ど
に
由
来
す
る
こ
と
、
知
立
神
社
が
雨あ

ま
ご
い乞
の
神
様
と
し
て
他
の
追
随
を
許
さ

ぬ
ご
利
益
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
ま
た
、
江
戸
時
代
と
は
武
士
に
よ
る
恣し

い意

と
暴
力
が
ま
か
り
通
っ
た
時
代
で
あ
る
か
の
ご
と
き
印
象
す
ら
あ
り
ま
し
た
が
、

刈
谷
藩
の
譜ふ

だ
い代

大
名
た
ち
は
、
い
つ
も
先
代
大
名
た
ち
の
支
配
を
引
き
継
ぎ

な
が
ら
均
質
で
客
観
的
な
支
配
に
努
め
た
様
子
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
は
いっ
て
も
、
江
戸
時
代
に
は
現
代
と
は
異
な
る
常
識
・
規
範
が
あ
り
ま

し
た
。
村
や
町
な
ど
で
庄
屋
・
組
頭
な
ど
を
選
出
す
る
際
は
現
在
と
同
様
な

選
挙
（
入い

れ
ふ
だ札

）
に
よ
り
ま
し
た
が
、
入
札
と
い
う
制
度
そ
れ
自
体
は
客
観
的

で
冷
静
な
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
資
料
編
「
近
世
」
に
収

め
た
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
池
鯉
鮒
町
と
牛
田
村
の
境
争
論
は
、
文
書

と
絵
図
の
双
方
が
残
さ
れ
た
貴
重
な
史
料
で
す
が
、
論
拠
が
怪
し
く
極
め
て

不
合
理
な
裁
定
が
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
合
理
的
だ
っ
た
と
わ
か
り
ま
す
。

　

今
回
新
た
に
わ
か
っ
た
こ
と
と
同
時
に
、

ま
す
ま
す
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
歴
史
を

学
び
ゆ
く
際
に
と
て
も
刺
激
的
で
わ
く

わ
く
す
る
経
験
で
す
。

講
演
内
容
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「
池
鯉
鮒
宿
本
陣
御
宿
帳
」
は
本
陣
（
永
田
清
兵
衛
家
）
の
利
用
記
録

で
、
知
立
市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
の
八
冊
が
、『
新
編
知
立
市
史
５　

池

鯉
鮒
宿
本
陣
御
宿
帳
』
に
全
文
翻
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
新
た
に
塩
村
耕

氏
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授
）
所
蔵
の
一
冊
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
宿
帳
の
空
白
部
分
を
補
う
も
の
と
し
て
貴
重
で
す
。
今
回
新
た
に
見

つ
か
っ
た
一
冊
は
、
添
え
ら
れ
た
書
簡
に
よ
る
と
、
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授

の
大
礒
義
雄
氏
が
名
古
屋
の
古
書
店
よ
り
購
入
し
、
塩
村
氏
に
贈
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
宿
帳
を
見
い
だ
さ
れ
た
大
礒
氏
、
さ
ら
に
そ

の
存
在
の
情
報
を
提
供
い
た
だ
い
た
塩
村
氏
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
回
新
た
に
見
い
だ
さ
れ
た
一
冊
は
、
記
述
の
様
式
と
体
裁
は
、
既
存
の

八
冊
に
準
じ
て
い
ま
す
。
表
紙
に
は
「
御
宿
帳
」
と
あ
り
（
写
真
①
）、
ま

た
、
本
文
冒
頭
に
は
「
八
番
目
」
と
あ
り
、
続
い
て
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇

〇
）
か
ら
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
ま
で
七
年
間
の
年
号
と
干か

ん
し支
を
記
し
ま

す
。
こ
の
記
述
か
ら
本
冊
が
七
年
間
の
本
陣
利
用
に
つ
い
て
記
録
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。
残
念
な
が
ら
記
録
は

元
禄
十
三
年
正
月
か
ら
始

ま
り
同
十
七
年
十
一
月
ま

で
で
、
以
下
が
欠
損
し
て
い

ま
す
。
五
年
間
ほ
ど
の
記
述

で
あ
り
、
丁ち

ょ
う
す
う数
に
し
て
五
六

枚
ほ
ど
で
す
。

　

本
文
冒
頭
の
部
分
に
記
さ
れ
た
「
八
番
目
」
と
い
う
の
は
、
本
冊
が
永
田

本
陣
で
作
成
さ
れ
た
宿
帳
の
八
番
目
に
あ
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
現

存
す
る
宿
帳
八
冊
に
は
、
冒
頭
の
ほ
か
、
表
紙
・
裏
表
紙
な
ど
に
番
号
が

振
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
番
号
を
記
す
と
、
三
、
四
、
五
、
六
、
九
、
拾（

十
）

三
、

拾
四
、
拾
六
、
で
す
。
番
号
に
欠
番
が
あ
り
、
今
回
の
一
冊
が
こ
の
欠
番
を

埋
め
る
一
部
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
今
後
、
欠
番
の
宿
帳
が
発
見
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
「
池
鯉
鮒
宿
本
陣
御
宿
帳
」
の
概
要
に
つ
い
て
は
、『
新
編
知
立
市
史
５　

池
鯉
鮒
宿
本
陣
御
宿
帳
』
に
詳
細
な
解
説
が
あ
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
新
た
に
見
い
だ
さ
れ
た
一
冊
も
日
付
・
利
用
者
名
・
宿
泊

か
休
息
の
区
分
・
拝
領
金
額
な
ど
を
記
す
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
記

述
は
簡
略
的
な
も
の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
「
御
入
部
」「
二
條
御
番
頭
」「
大

坂
御
城
番
」「
御
加
番
」
な
ど
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
利
用
者
の
旅
行
目
的

が
わ
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
元
禄

十
四
年
四
月
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
部
分
が
あ
り
ま
す
（
写
真
②
）。

　
　

四
月
九
日	

	

召
（
め
し
）四
十
弐（

二
）

人

　
　
　

阿
部
志（

正

 

明

）

摩
守
様		

御
休　

金
壱（

一
）

分

　
　
　

二
條
御
番
頭	

山
岡
五
兵
衛
殿

　
　

四
月
十
五
日	

	

召
廿

（
二
十
）

人

　
　
　

池
田
帯（

長
 
清
）刀
様	

	

御
休　

金
壱
分

　
　
　

同
断	

中
村
清
蔵
殿

　
　

四
月
十
六
日	

	

召
宵
ニ
十
人

　
　
　

成
瀬
隼（

正

　

親

）

人
正
様		

御
休　

金
弐
分

　

阿
部
正
明
は
幕
府
の
大
番
頭
役
、
池
田
長
清
も
大
番
頭
役
を
勤
め
る
も
の

で
、
二
条
城
警
衛
で
の
「
御
休
」
利
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
二
条

新
た
に
見
つ
か
っ
た「
池
鯉
鮒
宿
本
陣
御お

ん
や
ど
ち
ょ
う

宿
帳
」

部会だより

写真①（表紙）
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城
の
大
番
役
は
一
年
交
替
に
な
り

ま
す
が
、
交
替
時
期
は
四
月
で
す
。

「
召

（
め
し
）

四
十
弐（

二
）

人
」「
召
廿

（
二
十
）

人
」

の
、「
召
」
と
い
う
の
は
、
飯
を

召
す
と
い
う
こ
と
で
「
飯
」
を
意

味
す
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
召
し
人

数
は
引
率
す
る
家
来
人
数
に
も
な

り
ま
す
。「
召
」
の
記
載
は
「
御

休
」「
御
泊
」
に
あ
り
、「
御

通
」
や
「
御
入
」
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
お
そ
ら
く
、
昼
休
憩
の
と
き

に
と
る
弁
当
を
指
す
の
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
尾
張
藩
の
成
瀬
正
親
で

は「
召
宵
ニ
十
人
」と
あ
り
、
宵
の

と
き
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
召
」
に
つ
い
て
、「
召
な
し
」
と

す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
冊
に
は
元
禄
十
五
年
時
に
お
け
る
刈
谷
城
主
稲
垣
氏
の
転て

ん

封ぽ
う

に
か
か
わ
る
役
人
の
宿
泊
記
述
が
あ
り
ま
す
。
稲
垣
氏
か
ら
阿
部
氏
へ
刈

谷
城
の
引
き
渡
し
に
お
け
る
両
大
名
家
の
家か

ろ
う老
な
ど
の
宿
泊
に
関
す
る
記
録

で
す
。
城
引
き
渡
し
は
十
一
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
、
転
封
と
な
っ
た
稲
垣

氏
の
家
老
山
本
唯
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
引
き
渡
し
が
済
む
ま
で
本
陣
に
妻

子
と
も
ど
も
逗と

う
り
ゅ
う留
し
て
い
る
こ
と
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
池
鯉
鮒
宿
は

刈
谷
藩
領
で
あ
り
、
そ
の
領
主
の
動
向
は
本
陣
役
を
勤
め
る
永
田
氏
に
と
っ
て

関
心
が
高
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

本
陣
利
用
の
特
殊
な
例
で
は
、
亡
く
な
っ
た
大
名
の
遺い

が

い骸
移
送
が
あ
り

ま
す
。
元
禄
十
三
年
十
月
二
日
に
は
「
松
平
土（

と
さ
の
か
み
）

佐
守
様
御
遺
骸
」
と
あ
り
、

同
年
九
月
十
四
日
に
亡
く
な
っ
た
土
佐
藩
主
山
内
豊
昌
の
国
元
へ
の
移
送
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
元
禄
十
六
年
十
月
十
七
日
の
「
松
平
縫（

ぬ
い
の
か
み
）

殿
頭
様
御

遺
骸
」
に
は
、「
於
大
坂
御
病
死
被
遊
、
三
州
奥
殿
村
へ
御
入
ニ
付
」
と
あ
り
、

大お
ぎ
ゅ
う給
松
平
乗
成
が
大
坂
定
番
勤
務
中
に
亡
く
な
り
遺
骸
が
奥お

く
と
の殿
（
現
岡
崎

市
）
に
送
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
両
方
の
記
述
に
は
「
御
泊
」
と
あ

る
の
で
本
陣
内
に
一
晩
安
置
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
元
禄
十

三
年
十
月
十
八
日
の
「
松
平
大（

お
お
い
の
か
み
）

炊
頭
様
御
尊
骸
」
は
「
深
溝
本
光
寺
へ
御

光
入
」
と
あ
り
、
島
原
藩
主
松
平
忠
房
の
遺
骸
の
移
送
と
み
ら
れ
ま
す
。
深ふ

こ

溝う
ず

松
平
氏
は
亡
く
な
る
と
先
祖
墳
墓
の
地
で
あ
る
深
溝
（
現
幸
田
町
）
の
本

光
寺
に
葬
ら
れ
る
の
が
慣
例
で
し
た
。
た
だ
、
こ
ち
ら
の
方
は
「
御
泊
」
で
は

な
く
、「
参
上
仕
候
」
と
あ
る
の
で
通
過
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
冊
は
本
陣
永
田
清
兵
衛
の
記
録
で
す
が
、
本
陣
利
用
が
差
し
合
い
、
つ

ま
り
重
複
し
た
場
合
の
対
処
と
し
て
、
一
方
を
十
右
衛
門
方
に
廻
し
て
い
る

記
述
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
元
禄
十
五
年
の
五
月
六
日
は
、

大
和
国
柳
本
藩
主
織
田
秀
親
と
長
門
国
清き

よ
す
え末
藩
主
毛
利
匡
広
の
「
御
休
」

が
重
複
し
た
た
め
に
、
織
田
監
物
を
十
右
衛
門
方
に
廻
し
て
い
ま
す
。
元
禄

十
七
年
五
月
二
十
二
日
の
小
笠
原
真
方
の
宿
泊
に
関
す
る
記
述
で
は
十
右
衛

門
は
脇
本
陣
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
陣
の
利
用
者
は
大
名
や
幕
臣
、
公
家
な
ど
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
利

用
形
態
を
記
し
た
宿
帳
か
ら
は
、
近
世
社
会
の
交
通
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

（
近
世
部
会　

調
査
執
筆
委
員　

堀
江
登
志
実
）

写真②（元禄十四年四月の記録）
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隔
年
に
開
催
さ
れ
る
「
知
立
ま
つ
り
」（
五
月
二
日
・
三
日
）
の
本ほ

ん
ま
つ
り祭
は
、

知
立
市
域
で
最
も
伝
統
あ
る
祭
礼
で
す
。
そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
五
輌り

ょ
う

の

山だ

し車
行
事
は
、
日
本
を
代
表
す
る
山
・
鉾ほ

こ

・
屋
台
行
事
の
祭
り
と
し
て
平
成

二
十
八
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
周
知

の
よ
う
に
旧
東
海
道
池
鯉
鮒
宿
の
氏う

じ
が
み神
「
知
立
神
社
」
祭
礼
と
し
て
、
刈

谷
城
下
と
交
替
で
本
祭
を
行
な
っ
て
き
た
伝
統
が
今
に
続
く
も
の
で
す
。

知
立
神
社
に
は
鎌
倉
時
代
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
獅し

し
が
し
ら

子
頭
が
宝ほ

う
も
つ物

と
し
て

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
神み

こ

し

と

ぎ

ょ

輿
渡
御
に
加
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
舞ぶ

が
く
め
ん

楽
面

な
ど
と
と
も
に
中
世
か
ら
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
知
立
ま

つ
り
山
車
五
輌
の
う
ち
、
刈
谷
道
と
称
さ
れ
た
宝
町
で
は
、
長
い
こ
と
獅
子

舞
を
受
け
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
は
ほ
か
の
四
か
町
の
山
車
と
と
も

に
、
獅
子
頭
を
安
置
す
る
獅
子
屋や

か
た形

で
祭
り
に
参
加
し
た
の
で
す
。
そ
の
屋

形
の
存
在
は
不
明
で
し
た
が
、
宝
蔵
寺
（
宝
町
）
に
安
置
さ
れ
る
弘
法
大
師

の
厨ず

し子
と
な
っ
た
可
能
性
の
強
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

宝
町
の
獅
子
舞
は
、
獅
子
頭
を
着
け
た
者
が
主
に
女
形
と
な
り
、
歌
舞
伎

芝
居
を
演
じ
た
芸
能
で
す
。
そ
れ
は
東ひ

が
し
べ
っ
し
ょ
む
ら

別
所
村
（
現
安
城
市
）
の
大だ

い

神か
ぐ
ら楽
か

ら
各
地
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
明
治
時
代
の
記
録
に
よ
る
と
、
上

重
原
・
谷
田
・
八
橋
な
ど
の
祭
礼
で
も
同
様
な
獅
子
舞
を
演
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
芸
自
慢
の
人
達
が
遊ゆ

う
げ
い
か
ん
さ
つ

芸
鑑
札
（
遊
芸
を
行
う
許
可
証
）
を
取
得

し
た
の
で
す
。
既
に
西
中
町
の
獅
子
屋
形
は
『
新
編
知
立
市
史　

別
巻　

文

化
財
編
』
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
八
橋
町
に
も
同
様
な
屋
形
が
遺
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
市
域
で
も
以
前
は
盛
ん
に
獅
子
舞
が
行
わ
れ

知
立
市
域
に
遺
る
祭
礼
道
具
か
ら

て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

豪
華
な
馬ば

ぐ具
で
馬
を
飾
り
社
寺
へ
献
馬
す
る
行
事
も
盛
ん
で
し
た
。
市
域

の
祭
り
で
も
馬
は
大
い
に
活
躍
し
ま
し
た
。
特
に
上
重
原
で
は
古
く
知
立
神

社
祭
礼
で
神
馬
献
納
を
堤
（
現
豊
田
市
）
と
と
も
に
担
当
し
た
ほ
ど
で
す
。

こ
れ
ま
で
市
域
に
お
い
て
飾
り
馬
具
の
存
在
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

八
橋
町
の
日
吉
山
王
社
か
ら
標だ

し

ま

き

具
巻
・
障あ

お
り泥
・
尻し

り
だ
お
い

駄
負
な
ど
四
頭
分
余
り
が

出
現
し
ま
し
た
（
写
真
①
）。

さ
ら
に
年
中
行
事
に
か
か
わ
る
遺
品
が

谷
田
町
の
郷ご

う
く
ら倉
に
遺
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
小
さ
な
人
形
首か

し
ら

（
頭
）
一
五
個
余
り

で
、雛
人
形
の
首
同
様
な
木こ

く
そ屎

造
の
物
で
す

（
写
真
②
）。
そ
の
由
来
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
同
地
で
は
七
夕
の
と
き
に

額が
く
か
ざ
り飾

り
が
造
ら
れ
、
そ
こ
へ
武
者
人
形
を

飾
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
飾

り
人
形
に
用
い
ら
れ
た
首
だ
ろ
う
と
推
定

で
き
ま
す
。
男
の
人
形
首
が
多
い
こ
と
か

ら
も
先
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
市
史
の
調
査
か
ら
、
知
立

市
域
で
も
旧
東
海
道
の
池
鯉
鮒
宿
の
町
場

だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
地
域
で
も
豊
富
な

祭
礼
文
化
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
、
新
た

に
見
い
だ
さ
れ
た
祭
礼
道
具
か
ら
甦
っ
て
き

ま
す
。

（
民
俗
部
会　

部
会
長　

鬼
頭
秀
明
）

写真②（人形首） 写真①（尻駄負）



− 7 −

編
さ
ん
委
員
会

30
年
8
／
10

編
集
委
員
会

29
年
10
／
29

30
年
1
／
27
、
4
／
15
、
7
／
1

各
部
会
か
ら
の
活
動
報
告
や
、
通
史
編
の
体
裁
な

ど
を
決
め
て
い
ま
す
。

部
会考

古
部
会

29
年
9
／
23

30
年
1
／
20
、
5
／
18（
打
ち
合
わ
せ
）、
6
／
24

通
史
編
に
向
け
て
、
内
容
や
掲
載
す
る
図
版
を
考

案
し
て
い
ま
す
。

古
代
･
中
世
部
会

29
年
10
／
29

30
年
1
／
27
、
4
／
15
、
5
／
18
（
打
ち
合
わ
せ
）、

　
　

7
／
6

通
史
編
に
向
け
て
、
内
容
や
掲
載
す
る
図
版
を
考

案
し
て
い
ま
す
。

近
世
部
会

29
年
10
／
8
、
12
／
3

30
年
1
／
6
、
6
／
30
、
7
／
1（
打
ち
合
わ
せ
）

29
年
9
／
9
（
西
尾
市
）、
11
／
16
（
刈
谷
市
）、

　
　

12
／
27
（
刈
谷
市
）

29
年
度
に
資
料
編
を
刊
行
し
、
通
史
編
に
向
け
て
、

内
容
を
考
案
し
て
い
ま
す
。

近
代
・
現
代
部
会

29
年
9
／
2
、
12
／
9

30
年
4
／
14
、
6
／
3
、
7
／
1

29
年
9
／
2
（
在
原
寺
）、
9
／
23
（
刈
谷
市
）、

　
　

12
／
9
（
刈
谷
市
）

30
年
1
／
21
（
八
ツ
田
町
）、
3
／
21
（
刈
谷
市
）、

　
　

6
／
23
（
刈
谷
市
）、
7
／
15
（
刈
谷
市
）、

　
　

7
／
28
（
刈
谷
市
）、
8
／
5
（
刈
谷
市
）、

　
　

8
／
17
（
立
川
市
）、
8
／
19
（
刈
谷
市
）

資
料
調
査
や
資
料
編
の
再
確
認
を
行
い
、
通
史
編

に
向
け
て
、
内
容
を
考
案
し
て
い
ま
す
。

民
俗
部
会

29
年
9
／
21

30
年
5
／
24
、
7
／
4

29
年
9
／
10
（
御
拓
地
大
明
神
祭
礼
）、
9
／
24

（
秋
葉
ま
つ
り
）、
9
／
27
（
個
人
）、
10

／
10
（
知
立
神
社
）、
10
／
26
（
長
篠
町
）、

11
／
14
（
山
屋
敷
町
）

30
年
1
／
12
（
谷
田
町
）、
1
／
24
（
順
誓
寺
・

八
橋
町
）、
3
／
18
（
個
人
）、
5
／
3
（
知

立
ま
つ
り
）、
5
／
10
（
日
吉
山
王
社
）、
5

／
13
（
日
吉
山
王
社
祭
礼
）、
6
／
13
（
西

丘
町
）、
7
月
・
8
月
（
秋
葉
ま
つ
り
関
係
）

30
年
度
刊
行
に
向
け
て
、
原
稿
の
執
筆
・
校
正
作

業
を
行
って
い
ま
す
。

自
然
部
会

30
年
1
／
13

29
年
度
に
資
料
編
を
刊
行
し
ま
し
た
。

八
橋
グ
ル
ー
プ

29
年
9
／
16

30
年
3
／
24
、
6
／
23
、
8
／
24（
打
ち
合
わ
せ
）

29
年
11
／
9
（
豊
中
市
）

30
年
1
／
11
（
豊
橋
市
）、
2
／
1
（
豊
橋
市
）、

　
　

2
／
9
（
京
都
市
）、
3
／
8
（
西
尾
市
）、

　
　

3
／
16
（
大
阪
市
）

八
橋
に
関
す
る
資
料
の
調
査
・
収
集
を
進
め
、
原

稿
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。

調
査
・
聞
き
取
り

資
料
調
査

資
料
調
査

資
料
調
査

市
史
編
さ
ん
活
動
に
お
き
ま
し
て
、

様
々
な
方
々
に
ご
協
力
・
ご
教
示
を

賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

お 

礼

活
動
記
録

（
平
成
29
年
9
月
1
日
～
30
年
8
月
31
日
）
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好　

評　

販　

売　

中

　

刊　

行　

予　

定

刊行物のご案内

■
新
刊

『
新
編
知
立
市
史
4
　
資
料
編
　
近
世
』

B5
判
（
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
き
）　

三
一
〇
〇
円

『
新
編
知
立
市
史
8
　
資
料
編
　
自
然
』

B5
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
（『
植
物
・
動
物
目
録
』
付
き
）

四
七
〇
〇
円

■
既
刊

『
新
編
知
立
市
史
3
　
資
料
編
　
原
始
・
古
代
・
中
世
』

B5
判
二
冊
箱
入
り
（
付
図
有
り
）　

四
五
〇
〇
円

『
新
編
知
立
市
史
5
　
池
鯉
鮒
宿
本
陣
御
宿
帳
』B5

判　
二
六
〇
〇
円

『
新
編
知
立
市
史
6
　
資
料
編
　
近
代
・
現
代
』

B5
判
（
付
図
有
り
）　

四
一
〇
〇
円

『
新
編
知
立
市
史
　
別
巻
　
文
化
財
編
』

A4
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー　
二
六
〇
〇
円

『
新
編
知
立
市
史
7
　
資
料
編
　
民
俗
』

平
成
三
十
一
年
三
月
刊
行
（
予
定
）

B5
判
五
〇
〇
ペ
ー
ジ　

三
七
〇
〇
円（
予
定
）

　

本
巻
は
、
何
年
に
も
わ
た
っ
て
行
っ
た
市
民
の
方
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
や
、

市
域
の
祭
礼
調
査
な
ど
に
基
づ
い
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
生
活
、
生
業
、

衣
食
住
、
人
の
一
生
、
年
中
行
事
、
信
仰
、
祭
り
と
芸
能
と
い
う
各
テ
ー
マ

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

知
立
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
現
在
で
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
習
慣
や
人
々
の
昔
の

暮
ら
し
の
様
子
、
民
俗
芸
能
な
ど
に
つ
い
て
知
る
こ
と
の
で
き
る
一
冊
と
な
っ
て

い
ま
す
。

『新編知立市史』は、
市役所市民課の窓口
または歴史民俗資料
館でお買い求めいた
だけます。
郵送（送料別）もでき
ますので、詳しくは
知立市ホームページ
の、「組織から探す」
→「文化課」→「知
立市歴史民俗資料
館」→「刊行物案内」
のページをご覧くだ
さい。
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